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平成 27年度 第 １ 回 拠点と賑わいのまち部会 会議概要

日 時 平成 27年 6月 12日（金）13：30 ～ 15：15 
会 場 市役所本館 ４階 ４０１会議室

出席委員
浅野委員（座長），佐藤委員（副座長），伊藤委員（書記），清水委員，

津吉委員，岩田委員，肥田野委員

欠席委員 廣瀬委員，竹田委員，李委員

事 務 局 小栁主幹，大野主査

議 題 （１）部会の座長，副座長及び書記の選出について

会議内容

及び

決定事項等

座長：浅野委員 副座長：佐藤委員 書記：伊藤委員 以上３名が決定した。

議 題 （２）中央区自治協議会だより編集部会委員の選出について

会議内容

及び

決定事項等

李委員，津吉委員  以上２名が決定した。

議 題 （３）部会事業について

会議内容

及び

決定事項等

○平成 25，26年度事業説明
事務局より説明があった。

○平成 27年度部会事業への取組み
主だった意見

・「拠点化・にぎわい創出」の目的（どのような町にするか，したいか）を

再考する必要がある。

 ・古町・万代・新潟駅周辺・沼垂だけでなく鳥屋野潟周辺も拠点として

考えていってもいいのでは。

・フォーラムは終了し具体的（目標）提案を示す段階だと思う。

・まちとしての新陳代謝する仕組みがないと衰退していく。

・産業構造が変わってきている。

・住民が戻ればまちが活性化する。

・人口減少（新潟島：1960年代 13万人強，現在 6万 6千人程度）
・人口減少対策は“稼ぐまちにしよう”

・古町などの中心部に企業の支社・支店が戻ってくるような

「税制特例」が必要。

・新潟は発信力（食・酒・芸妓など）が弱い。

・エリアマネジメント会社を使ったサービス（駐車場までの配送など）

などさまざまな意見が出た。

◎事業内容について，次回部会で引き続き検討することとなった。

その他 ・次回部会時に事務局より（新潟市役所に勤めた）保育士数の変遷を報告
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